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• 胆管オルガノイドを用いたMPSの社会実装化
• 臨床検体を用いた遺伝子のSNPs解析（分子自殺予防学)
• トランスポーターを膜固定する裏打ちタンパクの探究
• レアアースや医原性重金属の環境からの回収と活用・再利用
• 抗がん剤の前臨床動態/毒性試験（動物試験・in vitro 試験）
• 尿酸トランスポーターURAT1阻害薬の市販後支援
• アルギン酸の機能性表示食品としての開発 （血糖値，血中TG，Cho，塩濃度の上昇抑制作用）
• 共同研究先：（株）キミカ，シマダヤ（株），Hoist，TNテクノス，創剤リサーチテック，三生医薬(株)，相生会病院，健大クリニック，

金沢大学，高知大学，東京大学, 横浜薬科大学，国際医療福祉大学, 健大トランスレーショナルリサーチセンターなど

ライフ

サイエンス
荻原 琢男 Takuo OGIHARA Ph.D. 東京理科大学 薬学部 生命創薬学科 教授

Supporting academic drug discovery ： A case study on Brain Drug Permeability

２０２５．１２

■関連制度 ：科研費 JP23K14392
AMED Grant No.23ak0101187

Grant No.16nk01051h0201
■受賞歴 ：日本毒性学会名誉トキシコロジスト

日本薬物動態学会フェロー など
■知的財産権：特願2024-53852 など

薬物相互作用の多くは、代謝酵素またはトランスポーターを介した薬物の体内動態の変動に起因することが
知られています。特に、トランスポーターを介した薬物相互作用は、薬物の吸収・分布・排泄に影響を及ぼし、
場合によっては重篤な副作用を引き起こす可能性があります。本研究では薬物の脳内移行を例として、in
vitro の手法を用いて動物実験の代替となり得る評価系の確立を検討しました。

P-糖たんぱく（P-gp）は薬物の組織移行を制御する排出系トランスポーターです。血液脳関門モデル細胞を
用いたin vitro 試験で、P-gpの生体内基質であるテストステロンを対象にP-gpを介した薬物相互作用を
解析したところ、in vivo 試験結果と相関が認められ、本手法が動物実験の代替となる可能性が示されまし
た。

研究目的

研究概要

POINT

ヒトBBB
モデル 消化管細胞

MPS応用例
(微小生理学的システム)

アカデミア創薬の支援

―薬物の脳内移行性の評価を例に―

・BBBモデルでは、Well側を血液側、イン
サート内側を脳側に設定

・血流を模したMPSに装着することが可能

・初代細胞やiPS由来細胞、オルガノイドなど
ヒト由来の細胞化株に対応

・各種臓器のコンパートメントが作製可能
・複数のコンパートメントをMPSに連結が可

・臨床試験データとの比較
・P-gpの一塩基多型が薬物相互作用に関係
するか調査中

従来・競合との比較

想定される用途

実用化に向けた課題

・テストステロンがP-gp の基質である
ことを初めて報告しました。

・テストステロンと薬物の相互作用はin
vitro とin vivo の試験結果に相関が
認められました。

アカデミア創薬をサポートします！ その他 研究開発の実績

シマダヤ健美麺（機能性表示食品）


